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平成 30年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

先端技術に生きる匠の技 －鏡面研磨技術のデジタル化－ 

日  程: 平成 30年８月 28日(火) 13：00～14：30 

受講者数: 15 名 

会  場：姫路工学キャンパス A102 

講  師: 教授 鳥塚 史郎 

 

人間の手技（てわざ）は、コンピュータによるプログラム加工を遙かに凌駕した精度を機械加工品に

与えます。このような匠の技をデジタル化・サイエンス化することで、新たなものづくり技術の確立を

目指し、兵庫県立大学、地域企業および自治体の３者が連携して、匠の技プロジェクトを行ってきてお

ります。本プロジェクトでは磨き技術に注目し、そのデジタル化研究の内容を紹介いたしました。 

物質を鏡面にする手法として、平面であればラッピング研磨、大量の部品などであれば、バレル研磨

等がありますが、３次元形状での研磨は、現在でもバフ研磨が主流です。バフ研磨等いわゆる「熟練工

の技」と言われるものは、今まで、丁稚小僧よろしく「修行」という名の「官能伝承」により伝承され

ていますが、この手法であると熟練工の領域まで到達するのに多くの時間と、工数が必要となってしま

います。 

今回、写真に示すデジタルバフ研磨装置を新たに設計製作し、バフ研磨時の圧力の測定を行い、熟練

工と経験者、さらには素人の研磨技術のデジタル化を行ったところ、以下の結果が得られました。 

１）バフ研磨に関して、素人、経験者、熟練者の技術の差異をデジタル化できた。熟練者は 適切な力 

のもと、変動少なく研磨できていることがわかった。 

２）デジタルデータのおかげで、たった４日間の訓練で効果的に技能が向上した。 

３）面粗さにおいても格段に向上した。 

以上のような内容を、講義いたしました。 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

○テーマ・概要  

 

 

 

○内 容 

 

 

平成 30年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【先端加工に生きる匠の技-きさげ技術のデジタル化-】 

日  程: 平成 30年８月 28日(火) 14：40～16：10 

受講者数:   19名 

会  場：  姫路工学キャンパス A102 

講  師:   准教授 布引 雅之 

 

先端加工に生きる匠の技を次世代の技術者に継承させるために、きさげ作業を行う熟練技術者の技能

をデジタル化することを試み、きさげに必要な技能の内、必要な量を正確に削り取れる能力（リズム感）

を、加工力に基づき定量的した研究について解説した。 

１．きさげとは？ 

先端に超硬刃をつけた工具「きさげ」を使い、工作機械で加工をした平面や軸受の内面を、作業者が

ごく少量ずつ削り落とし、より高い平面度に仕上げる加工である。技術者の力量の差が顕著に現れる。 

２．手仕上げ加工である「きさげ」がなぜ先端加工に必要なのか? 

 工業製品を作る工作機械は、「マザーマシン」と呼ばれ、生み出される機械は決してマザーマシンの

精度を超えられないため、工作機械はより高精度に仕上げる必要がある。工作機械の部品をそのマザー

マシン以上の精度に仕上げるために、高度なきさげが必要となる。 

３．工作機械を作製するときに必要なきさげとは何か？ 

機械加工された摺動面や構造材の合わせ面において、平面度 2μm 以下の精度が求められる場合、人

の手による調整（きさげ）が必要となる。 

４．きさげ作業のデジタル化は何のために行うのか？ 

 「技能」は「暗黙知」といわれ、この「技能」を明確化できるかどうかが「技能伝承」において非常

に重要である。熟練者の優れた技能を非熟練者に伝承するためには、まず、熟練者の技能が非熟練者の

技能とどのように違うのかを「見える化」し、非熟練者がその違いを定量的に認識できる必要がある。 

５．どのような結果が得られた？ 

熟練度の異なる複数の作業者が行うきさげにおいて、被加工材に加えられる加工力波形のパワースペ

クトルより、一定のリズムで効率よく作業を行う能力（リズム感）を定量化できることを示した。 


